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「発達障害のある子の理解と対応」
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　ADHDやLDやアスペルガー障害などの発達障害を持っている子ども達は、一見普通の子どもと

何ら変わらないようにみえます。しかし、その子ども達は、脳内にうまくいかない部分があるがゆ

えに独自の認知・行動特性を持っています。そのため、対応を間違えるとひどいパニックを起こし

たり、突発的に手が出てしまうなどの危険な行動をしてしまいます。平成24年12月に文部科学省か

ら発表された調査結果では、このような子ども達が子ども全体に対して6．5％いるのです。これは

決して少ない数ではありません。

　この子ども達にとって、歯科医院は未知の領域で、そこで行われることは恐怖の対象でしかあり

ません。そこで対応を間違えてしまうことは、子どもにとってもそうですが対応する歯科医にとっ

ても不幸なことです。

　ここでは、ADHDやアスペルガー障害などの発達障害の子ども達はどのような特徴を持ってい

るのか、どのような行動をしがちなのかなどを解説し、それに基づく対応をどのようにしたら良い

のかを説明していきたいと思います。
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